
〈評価できること〉
　本レポートは、「健康と清潔と美を通じて、奔放に大胆に、
あなたの日常を発見と感動で満たす『人間系』企業」というマ
ンダムグループの企業理念のもとでつくられたレポートです。
全体を通して、理念体系を構成する「MANDOM MISSON」
「MANDOM PRINCIPLES」「MANDOM SPIRIT」（P.8）に
基づく活動がわかりやすくまとめられており、優れたレポート
だと思います。また、昨年以上に多くのステークホルダーの意
見や現場の写真が掲載されており、顔の見えるレポートと
なっている点も特徴です。
　社長メッセージにもあるように、マンダムでは現在、真のグ
ローバル企業を目指して、様々な改革に着手しています。海外
での売上高が40％以上を占めるマンダムグループは、これま
でも、各国の歴史や文化、習慣などを尊重して現地に根づい
た活動を行ってきましたが、今後は製品開発だけでなく「経
営」をグローバル化するために、海外子会社を含めて企業理
念を浸透させることに加えて、グローバルスタンダードの
コーポレート・ガバナンス、CSR、ダイバーシティ・マネジメン
ト、会計基準の採用を志向しています。
　特集記事（P.20～25）では、今年度、「ビジネスと人権」とい
うテーマで自主勉強会やダイアログを開催したことが紹介さ
れていますが、日本国内で比較的身近にある差別やハラスメ
ント問題といった人権の一部の問題にとどまらず、グローバ
ル企業がビジネスをしていく上で避けて通れないサプライ
チェーンにおける人権（東南アジアなど海外の原材料調達先
や下請け企業における強制労働や児童労働など）について学
び、意見を交わすことは、「経営」をグローバル化し、真のグ
ローバル企業を目指すマンダムにふさわしい姿です。目指す
べき方向性を定め、そこに向けて系統的に活動を組み立てて
いくことで、全社的にCSRを推進するマンダムの姿勢を高く

評価したいと思います。
　今回のレポートでは、データの充実と情報開示が一層進
みました。「マンダムグループCSR重要課題（第２版）」（P.16
～19）については、「CSR重要課題の制定の観点」と「CSR活
動を推進する２つの軸」が明確に示されました（P.14）。人財
育成に関する各種制度の内容と研修等の参加人数（P.29）、 
ディーセント・ワークやワーク・ライフ・バランスに関する制度
の内容と利用者数（P.30）も新たに掲載されています。また、
これまではWEBサイトでのみ開示していたデータが冊子で
も読み取れるようになりました。人事労務関連のデータは３
カ年（P.33）、環境負荷データは５カ年（P.41）の数値の推移
が示されています。
　最後になりますが、今年のマンダムの環境活動はさらに前
進したと言えます。「持続可能なパーム油のための円卓会議
（RSPO）」への加入（P.37）は、生物多様性の保全に貢献する
重要な取り組みだと言えるでしょう。国内CO2排出量、水資源
使用量、排水量についても前年比で削減されました（P.41）。
今後も積極的に地球環境の保全に取り組んでいただきたい
と思います。

〈期待したいこと〉
　グローバルに事業を展開するにあたっては、海外を含めた
サプライチェーン全体として社会的責任を果たす必要があり
ます。2017年11月にマンダムグループ「調達先CSRガイドラ
イン（第２版）」を発行し、「CSR調達セルフ・アセスメント・
ツール・セット」を活用したモニタリングを開始したことは素
晴らしいことだと思います。来年は、対象範囲を国内の１次サ
プライヤーから２次・３次サプライヤーや海外のサプライ
ヤーへと拡大していただき、「責任ある調達」に取り組んでい
ただくことを期待します。

　当レポートの発行直前に高岡教授との意見交換を行いま
した。女性活躍推進について、ワーク・ライフ・バランスにむけ
た人事制度の整備は進んだものの、女性管理職比率など具
体的なゴール（長期目標）の設定と開示ができていないことに
ついて追加のご意見をいただきました。
　女性活躍推進は学生も注目している情報であり、将来の優

秀な人財の獲得のためにも必要であるほか、推進の前提とな
る多様性の確保と公正・公平な人事制度の整備は、性別に限
らずディーセント・ワークの基本となるものです。
　2018年6月には経済産業省よりダイバーシティ2.0行動ガイ
ドラインの改訂版が発行されました。ご意見を参考にしながら、
真の「人間系」企業にむけたCSR推進に邁進したいと思います。
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考働レポート2018 編集後記

株式会社マンダム CSR推進部

「考働レポート2018」の記述を踏まえ、
株式会社マンダムおよび国内外の関係会社の活動に関して、
第三者意見を述べます。

第三者意見

　マンダムインドネシアの事業展開の一つとして、小袋化や小型化など商品のサイジングを工夫することにより、現
地のBOP層の生活者でも買いやすい価格で購入できるような商品を提供しています。
　男性用では、「ギャツビー」のウォーターグロスやヘアクリームなどヘアスタイリング剤のサチェット（小袋）商品、
女性用では、インドネシアの人気メイクアップブランドの一つである「ピクシー」ブランドからそのままでも使用でき
るようにパフを同梱したツーウェイケーキのレフィル（つ
めかえ）などを製造･販売しており、現地のBOP層や地方
エリアなど幅広い生活者に受け入れられています。
　こうしたBOP市場むけの商品は、生産国のインドネシ
アのみでなく、フィリピンやインドシナエリア、遠くは西南
アジアやアフリカなどにも輸出しており、現地のBOP層の
生活者へのお役立ちのみでなく、現地の化粧品市場や流
通網の拡大にも貢献することを目指しています。

　マンダムインドネシアでは、現地の教育委員会と協働した取り組みとし
て、ジャカルタおよびその近郊にあるマーケティング専門の高等学校（約20
校）でビジネス実習研修を実施しています。
　この研修を通して、生徒たちはビジネスに必要なスキルやマナーを学ぶと
ともに、マーケティング実習として、校内にある売店を使用して商品の仕入
れから販売までの実務を、数カ月間実施します。
　実施後には、社員を参加校ごとに派遣して生徒たちと一緒に総括を行う
とともに、コンクールの表彰なども行っています。

50　マンダム考働レポート20 1 8 マンダム考働レポート20 1 8　51

マンダムインドネシア公式WEBサイト

CSR情報（英語版）

■ 海外での取り組みコ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
参
画
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展

■　　B OPビジネス※の展開

■　　インドネシアの教育委員会との取り組みによるビジネス実習研修

　乳がん月間の10月に、マンダムインドネシアの従業員を対象にしたキャンペーンを実施しました。キャンペーン期
間中は、がんの予防や早期発見のための啓発活動を行うとともに、インドネシアで活動しているLove Pink 
Foundationにご協力いただき、Pink Talkというイベントも開催しました。
　Pink Talkでは、乳がんに対する知識を学ぶととも
に、乳がんを克服された3名の方々を講師としてご協
力いただき、家族やパートナーとともにがんの早期発
見にむけて積極的な役割を果たすことの重要性につ
いて学びました。

■　　乳がん月間での取り組み

　当社のインドネシア連結子会社であるマンダムインドネシア（会社名：PT 
MANDOM INDONESIA Tbk、1993年9月ジャカルタ証券取引所へ上
場）においても、人権、労働、環境、腐敗防止に配慮したCSR活動を推進して
います。詳しくは、マンダムインドネシア公式WEBサイトをご参照ください。

■　　インドネシアでのその他のCSR活動

※BOPビジネス：途上国におけるBOP層（Base of the Economic Pyramid層）
を対象（消費者、生産者、販売者のいずれか、またはその組み合わせ）とした持
続可能なビジネス。BOP層とは、「経済ピラミッドの底辺層」「所得ピラミッド
の最下層」の意味で、一人当たり年間所得が購買力平価で3,000ドル以下の
階層であり、全世界人口の約7割である約40億人が属するとされています。




